
Ｑ．まずは、新型コロナウイルス感染症拡大防止によ

る臨時休校の影響についてお伺いします。 

 

Ａ．はい、４月８日より通常どおり学校が再開されま

したが、４月 20 日から５月いっぱいまで臨時休校と

なりました。その間、高校では７日間の分散登校を行

い、学習支援及び６月からの登校再開に向けての体慣

らしを行いました。６月から学校が再開され、行事も

祝日もない状態でひたすら週５日、授業時数の回復を

中心に取り組んでいるところです。 

Ｑ．夏季休業と冬季休業の一部も登校日に充てられる

ようですが、中学校に比べて高校の登校日が少ないの

はなぜですか？ 

 

Ａ．高校の場合、７月の学校祭とその準備期間が授業

に変わったところが大きいです。行事やホームルーム

活動で計上されていた学校祭準備及び学校祭当日の

時間がすべて授業時間になったため、それだけで７日

分ほどの授業時数が確保されました。そういった、臨

時休校中に失われた授業時数と、今後の授業時数を教
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務部で計算してくれた結果、夏・冬休みそれぞれ４日

ずつ登校日にすることで年間の授業時数を確保でき

るとの見通しが立ったためです。 

 

Ｑ．さて、本題に入りますが、この４月に着任して、

広尾高校と広尾中学校との連携型中高一貫教育につ

いて、どのようにお考えですか？ 

 

Ａ．平成 18 年度（2006 年度）からスタートした

「広尾地区連携型中高一貫教育」で目指したものを継

続していくことが大切だと思っています。それは、「郷

土広尾を愛し、心豊かに学び、新世紀を逞しく、主体

的に生きぬく人を育てる。～地域の教育力を結集し、

広尾の子どもは広尾で育てる～」の理念を継承してい

くということです。広尾町にある多くの教育資源を活

用しながら、郷土を理解することでより郷土を愛する

気持ちを高め、郷土のために働くような生徒を育成し

ていきたいと考えています。 

 

Ｑ．これまでの成果は何だとお考えですか? 

 

Ａ．今年で 15 年目を迎えますが、その間、紆余曲折

を経ながらさまざまな取り組みが行われ、着実な進化

を遂げたことの一つに、SCC（中高一貫校相互乗り入

れ授業）があります。各教科部会が連携し、中学校と

高校の教員がティームティーチング（複数の教員で学

習を進める授業形態）を行ったり、数学や体育で高校

生が中学生に教えたりすることが行われています。ま

た、高校生による、中高のギャップを埋めるための学

校生活ガイド（語り場）や、進路実現を果たした生徒

による進路講話等も行い、高校生や高校の教員を身近

な存在とすると共に、広尾高校の魅力を発信してきま

した。 

 また、小学校との連携として、理科の出前授業や、

教員対象の理科実験研修も行っております。中高のみ

ならず、小中高一貫教育に向けてさまざまな取組を行

っているところに成果が現れてきていると思ってい

ます。 

 

 

 

 

 

Ｑ．今後の展望についてお聞かせください。 

 

Ａ．まずは、何と言っても生徒募集です。今年度の３

年生は１間口となっています。便宜上２クラスに分け

ていますが、生徒数としては１クラス計算です。１、

２年生が２間口ですので、来年度の１年生が 41 名以

上来てくれると２間口となり、全学年で２間口が完成

します。２間口を維持することで、現在、本校が行っ

ている習熟度別授業やコース別の授業が継続されま

す。その後の中学生や小学生の人数を見ると、やがて

は１間口も見えてきますが、その進みを緩やかにする

ためにも、来年度、41 名以上の生徒数を確保したい

ところです。 

 次に、小学校との連携の強化を図りたいと思います。

中学校との連携は良い形で継続されています。これか

らはその内容について検討は必要となるでしょうが、

形は出来上がっています。そのことから、次にはスタ

ート時点の理念の一つである、小学校（認定こども園）

からの一貫性や積み重ねについてさらに深化させて

行きたいです。 

 さらに、理念にあるとおり「地域の教育力の結集」

です。広尾町の持つ歴史的文化財や、漁業・農業・林

業の一次産業、観光や防災等、教材となるべきものが

たくさんあります。町で行われている出前講座はもち

ろん、各スペシャリストによる講演や体験授業等を積

極的に活用していくことで、地元愛を深めさせていき

たいと考えています。 

 今年度は新型コロナウイルス感染症により、さまざ

まな行事が中止や延期を余儀なくされ、中高の連携事

業も例年に比べ、遅れてのスタートとなりそうです。

これからもこうした未知なる出来事が起こることが

想定されます。そのときに、小中高が連携し、自ら考

え、行動できる人材の育成を目指した教育活動を行っ

ていることがとても重要になります。正解が一つでは

ない問題に対応できる、創造力のある子どもたちを育

成していくために、広尾町の教育力を活かしながら取

り組んでまいりたいと思いますので、町内の方々にも

ぜひご協力賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

小島政裕校長先生、ありがとうございました。 

 

 

 

 



広尾町中高一貫教育合同部会議開催のご報告 

 

 ５月 19 日（火）広尾高校体育館において、広尾町中高一貫教育合

同部会議を開催いたしました。 

 

（１）会議の経過 

 中高一貫教育の目指す方向や推進のあり方について全体会議を行

った後、各教科部会で一年間の連携型教育の進め方を話し合い、そ

の後、５つの分掌部会に分かれ、教育課程、進路、特別支援などの業

務における連携のあり方について協議し、散会となりました。 

               なお、以下に掲載している順番が逆になっているのは、スペースの 

               関係となっています。ご了承くださいますようお願い致します。 

 

 

（２）各分掌部会の様子と実践テーマ 

 ①教育課程・学習指導部会 

 実践テーマ 

 基礎・基本を定着させ、確かな学力を向上させる。 

  ～６年間の発達段階に応じた学習指導の充実～ 

 

②特別活動・生徒指導部会 

 実践テーマ 

 １ 学校行事を共同開催し、中学生、高校生が連帯感を高め、 

   協力性を学ぶ。 

 ２ 日常の生徒指導の交流と、中高連携による生徒指導の実践 

   を行う。 

 

 

③進路指導・総学部会 

１ ６年間を見通したキャリア教育の実践 

２ ６年間の進路指導を通して、個々の生徒に関する具体的な 

  情報を連携２校で共有するシステムの構築 

３ 異学年間での合同学習を通じた、表現力や問題解決能力 

  の伸長 

４ 地域理解を深め、地域に貢献する生徒の育成 

  

 

 ④広報啓発部会 

 実践テーマ 

 中高一貫教育だよりの発行を通して、生徒・保護者・地域住民 

 への広尾町中高一貫教育の活動状況等について発信する。 

 

  ⑤特別支援部会 

  実践テーマ 

  １ 中高の連携・協力した指導方法・指導計画の研究 

  ２ 関係機関と連携した教職員の専門性の向上に関する取り組み 

 

 

 

 

 

 



（３）中高教科部会の様子と実践テーマ 

 今年度の教科部会は、国語科、社会科、数学科、理科、英語科、保健体育科、家庭科、養護の８部

会に分かれて開かれました。 

 各教科部会では、生徒の興味関心を高め、学力と指導の質が向上できるよう、広尾町の生徒の実態

に合わせ、具体的に実践的なプランを話し合いました。 

 各教科の実践テーマは、以下の通りです。 

 

 
『国語科部会』 
 実践テーマ 
 １ 生徒が論理的に展開する文章を書ける  
   ようになるための作文指導の在り方  
 ２ 生徒が積極的に日本の伝統的な言語文  
   化を親しむための授業の在り方  
 
 
 
『社会科【地歴・公民】』 
 実践テーマ 
 １ 中高の連携活動を活かした効果的な学  
   習指導の工夫 
   →基礎・基本の定着を目指した中高相  
    互乗り入れ授業の実践  
 ２ 中高６年間の学びもれのない、きめ細  
   やかな連携教育を目指した教育課程の  
   研究 
   →中高基礎学力テストの分析等による、 
    中高６年間を通して重点的に指導す  
    べき学習領域の検討  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『数学部会』 
 実践テーマ 
 基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指  
 した数学的活動の工夫  
 １ ティーム・ティーチングの充実  
 ２ 高校チューター学習の研究・実践  
 
 
 
『理科部会』 
 実践テーマ 
 １ 乗り入れ授業や共同実験及び授業参観 
   での生徒の実態の把握を通し、６年間  
   の見通しをもった指導の反映  
 ２ 基礎・基本の定着の推進とともに、自  
   然科学に対する関心を高めることをね  
   らった実験や観察方法の開発  

『英語部会』 
 実践テーマ 
 生徒自身が、自分の学習到達度を理解できる
CAN-DO-LISTとClassroomEnglishの効果
的な運用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『保健体育部会』 
 実践テーマ 
 １ 運動の合理的、計画的な実践を通して、 
   運動の楽しさを深く味わい、生涯にわた  
   って運動に親しむ資質や能力を高める。 
 ２ 運動における協働の経験を通して、公正  
   に取り組む、互いに協力する、自己の責  
   任を果たす、一人ひとりの違いを大切に  
   しようとする意欲や態度を育てる。  
 
 
 
『家庭科部会』 
 実践テーマ 
 １ ６年間を通して発達段階に応じた系統  
   的な学習内容により、家庭生活における  
   基礎的・基本的な知識や技術の定着を図  
   る指導の実践 
 ２ 被服および調理実習におけるＴＴの実  
   践による生徒個々の能力に応じた個別  
   指導の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『養護部会』 
 実践テーマ 
 １ 生徒・地域の実態や健康課題の共有と対  
   応策の検討 
 ２ 生徒・地域の実態をふまえた保健指導・ 
   カウンセリングの充実

 


